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４４３歳の男性。厘禦重積で入院した。頭部MRIFLAm画像を示す。

髄液細胞数９０/“（全てリンパ球）（基準０～5)。糖７６ｍｇ/〃（基準５０～75)。蛋白１２０ｍｇ/伽

（基準15～45）

急性心膜炎で正しいのはどれか。

ａ心膜摩擦音は腹臥位でよく聴取される。

ｂ限局した誘導でST上昇が認められる。

ｃ診断には心膜穿刺が必須である。

ｄ結核性では心膜液中のアデノシンデアミナーゼ（ADA）が低下する。

ｅ原因として最も頻度が高いのは甲状腺機能低下症である。

最も考えられるのはどれか。

ａＭＥＬＡＳ

ｂ悪性リンパ腫

ｃ多発性硬化症

ｄ単純へルペス脳炎

ｅ急性散在性脳脊髄炎（ADEM）

２７３歳の男性。主訴：黄恒。（画像：PTCD造影）

この黄直患者において、誤っているのはどれかＣ

ａ胆管癌が疑われる。

ｂ胆管胆石が疑われる。

ｃ先天性総胆管拡張症を認める。

。肝内胆管の拡張が認められる。

ｅ直接ピリルピンが上昇している。

2つ選べ。

Ｌ

－２０９－１－

戸

５遺伝'性腎疾患はどれか。２つ選べ。

aAlport症候群

bGoodpasture症候群

ｃ紫斑病性腎炎

ｄ多発性のう胞腎

ｅループス腎炎

面
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３播種性血管内凝固症候群（DIC）について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ微小血管内に血小板血栓が形成される。

ｂヘパリン治療は、ATIIIが低値でも有効である。

ｃ血小板輸血は、血栓形成を助長させるので推奨されない。

。感染症に合併するDICは凝固優位型で、臓器障害を来しやすい。

ｅ急‘性前骨髄球性白血病に合併するDICは線溶優位型で、出血症状が強い。
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１１外鼠径ヘルニアについて正しいのはどれか。

ａ女児に多い。

ｂ右側に多い。

ccottonsignが診断に有用である。

ｄ恢頓症例は自然に整復するのを待つ。

ｅ手術の原則はヘルニア愛の単純低位結紫法である。

６インスリノーマについて正しいのはどれか。２つ選べＣ

ａ陣ランケルハンス島A細胞から発生する。

ｂ絶食試験が診断に有用である。

cMerSebUrgの３徴がみられる。

ｄｎｍｍ型の合併がみられる。

ｅ悪性腫癌の頻度が高い。

１２母体感染により先天異常の原因とならないのはどれか。７肺性心を起こしうる疾患（状態）

ａ高地在住

ｂ肺結核の胸郭成形手術後

ｃ慢性閉塞性肺疾患

ｄ‘慢'性肺血栓寒衿病

ｅ僧帽弁狭窄症

について誤っているのはどれか。

ａトキソプラズマ

ｂサイトメガロウイルス

ｃ風疹ウイルス

ｄＡ型肝炎ウイルス

F，パルポウイルス

１３写真の疾患で見られないのはどれか。

ａ骨変形

ｂ神経線維腫

ｃ木葉状白斑

ｄ神経腫性象皮症

ｅ常染色体優'性遺伝

８羊水過多の原因となるのはどれか。２つ選べ。

ａ鎖虹

ｂ食道閉鎖

ｃ妊娠糖尿病

．妊娠高血圧腎症

ｅ子宮内胎児発育遅延

ノ
'０抗菌薬が有効なのはどれか。２つ選べ。

ａ日本脳炎

ｂ伝染性紅斑

ｃ突発性発疹

ｄレジオネラ肺炎

ｅクラミジア肺炎

９岐近の我が国の喫煙状況で正しいのはどれか。

ａ女性の喫煙率はアメリカ女性の喫煙率よりも高い。

ｂ男性の喫煙率はアメリカ男性の喫煙率よりも低い。

ｃ女性の喫煙率は増加傾向にある。

。男性の喫煙率は減少傾向にある。

ｅ女性の喫煙率は約25％である。
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１４マンモグラフィでポップコーン様の粗大石灰化象を呈するのはどれか。

ａ乳癌

ｂ乳腺症

ｃ乳腺葉状腫蛎

ｄ乳腺線維腺腫

ｅ乳腺乳管内乳頭腫

１５弛緩出血の原因となりやすいのはどれか。２つ選べ。

ａ子宮内胎児発育遅延

ｂ前期破水

ｃ羊水過多

ｄ切迫早産

ｅ双胎

１６甲状腺乳頭癌で正しいのはどれか。

ａ男性に多い。

ｂ化学療法が奏功する。

ｃリンパ行性転移が多い。

ｄ高カルシトニン血症を伴う。

ｅびまん性甲状腺腫を呈する。

１７Functionaldyspepsia（FD）について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ外科的治療が第一選択である。

ｂ病悩期間が短いため治療適応になりにくい。

ｃ十二指腸潰甥とは鑑別が比較的困難である。

ｄ診断基準の４症状に「心嵩部痛」が含まれる。

ｅ成因として心理社会的な要素も考慮に入れるべきである。

《

１８意識を消失し、けいれんしている幼児の初期対応として適切なのはどれか。

ａ体が震えないように抱きしめた。

ｂ意識を回復させるために、呼びかけ続けた。

ｃ舌を噛まないように、バスタオルをくわえさせた。

ｄ急いで救急車を要請するために、その場を離れた。

ｅ周囲の危険物（振動により倒れるものなど）を排除した。

－２０９－５－
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１９病識が欠如する患者の割合が最も高いのはどれか。

ａ勃起不全症

ｂ消化性潰傷

ｃパニック障害

ｄ過敏性腸症候群

ｅ神経性食思不振症

2009(H21)年度6年生総合試験問題

２０組み合わせで、適切でないのはどれか。

ａ新生児黄痘一一一一一一一一一一一一一一一光線療法

ｂ動脈管開存症一一一一一一一一プロスタグランジンＥ１製薬投与

ｃ未熟児網膜症一一一一一一一一一一一レーザ光凝固療法

ｄ新生児メレナー一一一一一一一一一一一一一ビタミンK投与

ｅ新生児呼吸窮迫症候群一一一一一一一一一一サーファクタント補充療法

２１アルコール離脱症状として、正しいのはどれか。

ａ徐脈

ｂ低体温

ｃ複雑酪町

．けいれん発作

eWemicke脳症

２２結核に関連する皮間疾患はどれかＣ

ａ皮膚筋炎

bCelsus禿循

ｃ尋常性狼措

ｄ膿庖性乾癖

ｅ化膿性汗腺炎

２３頭部単純CT像でみられる石灰化の部位と疾患の適切な組合せはどれか。２つ選べ。

ａ鞍上部一一一一一旺腫

ｂ松果体一一一一一一一一一一一一一一奇形腫

ｃ小脳一一一一一一一一一一一一一一一一一髄膜癌腫症

ｄ前頭葉一一一一一一一一一一一一一一一一一乏突起鯵腫

ｅ第四脳室一一一一一一一一一一一一一一一一頭蓋咽頭腫

－２０９－６－



３１発作性夜間ヘモグロビン尿症について正しいのはどれか。

ａＨａｍ試験陰性

bCoombs試験陽性

ｃ直接ピリルビン増加

ｄ先天性血管内溶血性疾患である。

ｅGPIアンカー蛋白の欠損が原因である。

「
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２９正しいのはどれか。

ａ閉経後に子宮筋腫は増大しやすい。

ｂ閉経後に子宮腺筋症は増大しやすい。

ｃ閉経後に卵巣チョコレート嚢胞は増大しやすい。

。更年期に機能性子宮出血は発症しやすい。

ｅ更年期に骨密度の変化はみられない。

２４Dupuytren拘縮について誤っているのはどれか。

ａ白人に多い。

ｂ男性に多い。

ｃ思春期に多い。

。環指と小指に多い。

ｅ手掌脳膜の線維腫症である。

３０血清病でみられるのはどれか。２つ選べ。

ａ発熱

ｂ脱毛

ｃ皮下結節

ｄ瑞息発作

eﾘﾝバ節腫脹

２５強迫性障害の症状として正しいのはどれか。

ａ幻覚

ｂ錯覚

ｃ行為心迫

ｄ不潔恐怖

ｅ一次妄想

『

２６放射線による晩期障害はどれか。

ａ脳卒中

ｂ偏頭痛

ｃ白内障

ｄ潰甥性大腸炎

ｅ甲状腺機能充進症

３２心収縮力を低下させずに心拍数を減少させる薬剤はどれかＣ

ａジギタリス

ｂカルシウム桔抗薬

ｃβ遮断薬

．ドプタミン

ｅ亜硝酸薬

２７嘆声をきたさないのはどれか。

ａ喉頭癌

ｂ声帯ポリープ

ｃポリープ様声帯

ｄ急性喉頭蓋炎

ｅ急性声門下喉頭炎

33腎細胞癌について正しいのはどれか｡

ａ尿細胞診の陽性率が高い。

ｂ腎糸球体が発生母地である。

c結節性硬化症に合併しやすい｡

ｄ腎尿管全摘除術の適応となる。

ｅ組織型として淡明細胞癌が最も多い。

２８停留精巣の部位診断に用いる検査で正しいのはどれか。２つ遊べ。

ａ試験開腹

ｂ腹腔鏡検査

ｃ骨盤部動脈造影

ｄ血流シンチグラム（TCHSA）

ｅ鼠径・骨稚部ＭＲＩ

－２０９－８－
－２０９－７－
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３９睡眠時無11乎吸症候群に特徴的ではない症状はどれか。

ａ胸痛

ｂ倦怠感

ｃ夜間頻尿

ｄ勃起不全

ｅ日中の眠気

３４急性心筋梗塞の早期合併症（２週以内）はどれか。２つ選べＣ

ａ心室癌

ｂ心破裂

ｃ収縮性心膜炎

ｄ房室ブロック

eDressler症候群

４０抗リン脂質抗体症候群について誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａ心筋梗塞の合併がみられる。

ｂ梅毒血清反応生物学的偽陽性を示す。

ｃ末梢血中の血小板数の減少がみられる。

daPTTの延長は正常血紫との混合で是正される。

ｅ習慣‘性流産の予防にはワルファリンが用いられる。

３５虚血性大腸炎について誤っているのはどれか。

ａ高齢者に多い。

ｂ下行結腸に好発する。

ｃ輪状漬傷が特徴的である。

ｄ一渦件姻がもっとも多い。

ｅ夜間に発症することが多い。

４１５６歳の男性。夕食の際、寿司を摂取したがその数時間後より上腹部痛が出現。夜間も痛みのた

めに眠れず、翌朝受診となった。来院時の胃内視鏡写真を示す。

３６悪性リンパ腫の病期分類のために施行する検査に関して、誤っているのはどれか。

ａ全身CTは、頚部から鼠径部までの範囲を調べる。

bFDG-PETは、尿路系病変の有無を評価するには適さない。

Ｃ骨髄浸潤の有無は、部位は胸骨で、骨髄穿刺と生検の両者で評価する。

ｄ病変部に取り込まれなかった67Ga－クエン酸は、主に便中に排池される。

ｅ便潜血が陽性の場合、上部および下部消化管のファイバーをおこなうことが推奨される。

この状態について誤っているのはどれか。

ａ内視鏡的に摘出する。

ｂサバやイカに多くみられる。

ｃ小腸に刺入する場合がある。

ｄ熱処理した料理でも死滅しない。

evanishmgtumorを呈することがある。

３７－側の滑車神経麻揮でみられる所見はどれか。

ａ上外方視で複視がでる。

ｂ下外方視で複視がでる。

ｃ上内方視で複視がでる。

ｄ頭部を健側に傾けると複視が改善する。

ｅ頭部を病側に傾けると麻廊眼は下転する。

■
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早

釘
南

口

息豊Ｚ３８疾患と治療との組み合わせで誤っているのはどれか。

ａ先端巨大症一一一一一一一一一一オクトレオチド

bSIADH-一一一一一一一一一一一一一一一一デスモプレッシン（DDAVP）

ｃプロラクチノーマー一一一一一一一一一一一プロモクリプチン

dSheehan症候群一一一一一一一一一一一一一副腎皮質ホルモン

ｅＫａ]]ｍａｍｌ症候群一一一一一一一一一一一一LH-RH製剤

－２０９－１０－
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胃内視鏡写真

－２０９－９－
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４４１２歳の女児。発熱と全身倦怠感で受診した。白血球3,200,Ｈｂ７．８９/“血小板数6.3万/mm3･

骨髄のＨ－Ｅ染色標本を示す。

４２７０歳の男性。２か月前からの嘩下時桶と頚部の腫癌を主訴に来院した。４５歳時にアルコール性

肝障害を指摘された。飲酒は日本酒３合/日を40年間。喫煙は20本/日を50年間である。左頚部に

４×３cm大の表面平滑､弾性硬のﾘﾝバ節腫脹を触知した｡前医にて頚部腫癌の針生検が行われ､

馬平上皮猫が検出されている。経鼻咽喉頭ファイバースコープ所見を示す。

己

考えられるのはどれか。

ａ骨髄繊維症

ｂ再生不良性貧血

ｃ骨髄異形成症候群

ｄ急性骨髄性白血病

ｅ急性リンパ性白血病

］

Ｉ

骨髄のＨ－Ｅ染色標本

ＰＦ

４ ．
病変について正しいのはどれか。

ａ喉頭内にある。

ｂ口腔内にある。

ｃ下咽頭後壁にある。

ｄ中咽頭前壁にある。

ｅ咽喉頭に異常はない。

１，ノ
且〃９

ｌＱ
Ｑ

『
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陣、

経鼻咽喉頭ファイバースコープ所見

この症例の進行期決定のために必要でない検査はどれか。

ａ内診

ｂコルポスコピー

Ｃｌ割光鏡

ｄ直腸鏡

ｅＭＲＩ

犀奄

『
■

４５３６歳の女性。不正性器出血を主訴に来院した。子宮頚部細胞診にてクラスＶ（馬平上皮癌）が

認められた。

－２０９－１２－

４３生後５日目の新生児。在胎27週、1,080gにて出生oApgarスコアは５点（１分)、８点（５分)。

出生直後から多呼吸、陥没呼吸、岬吟およびチアノーゼを認め、気管内挿管、人工呼吸器管理を

開始した｡生後３時間、人工肺サーファクタントの気管内投与を行い、呼吸状態は改善した。

日齢４に再び呼吸状態が悪化した。肺野は全体に湿性ラ音､胸骨左縁上部に収縮期雑音を聴取し、

携骨動脈にバウンデイングパルスを触れる。胸部エックス線写真では心胸比は65％であった。

治療として適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ水分制限

ｂインドメタシン投与

ｃプロスタグランディン投与

ｄＢＡＳ（Balloonartioseptostomy）

ｅ人工肺サーファクタント再投与

４６５歳の男児。野犬にかまれ、傷口からの出血があったため来院した。

発症の危険性がある疾患はどれか。２つ選べ。

ａ破傷風

ｂ狂犬病

ｃペスト

ｄＢ型肝炎

ｅボツリヌス症

－２０９－１１－
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４９６７歳の男性。突発する回転性めまいと顔面の述和感を認めたため来院した。受診時の頭部ＭＲＩ

拡散強調画像を示す。

４７７０歳の男性。胸痛を主訴に来院した。動脈硬化性末梢血管障害により、大腿膝間動脈バイパス

術を４年前に受けている。１年前に胸痛があり、狭心症の診断にてニトログリセリンを処方され

ていた。１０日前より労作時胸痛を認めるようになり、ニトログリセリンの舌下投与が有効であっ

た。２日前より、少しの歩行でも胸痛を来すようになり、さらに昨晩からは安静時にも胸痛を来

すようになった。来院時の12誘導心電図を示す。

〒■～④■

．,：宙榊i･Ｉｒ;!｢掴
‘IiIlI:『.:班M1蝿

６

この患者で認められる症候はどれか。

ａ右片麻揮

ｂ右Homer症候群

ｃ左顔面神経麻揮

ｄ右の軟口蓋麻癖

ｅ左小脳性運動失調

垂

上

鱗§
畠＆

適切な処置はどれか。

ａ下肢動脈造影

ｂ胸部エックス線CT撮影

ｃ運動負荷試験

ｄ緊急バイパス手術

ｅ冠動脈造影
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５０４２歳の男性。健診で空腹時血糖値128mg/[Mのため、精査希望で来院した。口渇、多尿は自覚して

いない。母と母方の叔父が糖尿病である。

空腹時の尿糖（士)。身長170ｃｍ、体重88kg・血圧138/90mmHg･脈拍66/分。口腔内に異常所見

なし。う歯の治療歴あり。下肢の浮腫なし。

熟

４８６５歳の女性。易疲労感、動'1季、呼吸困難感、上腹部痛を主訴に来院した。

身長156ｃｍ、体重45kg・眼愉結膜は蒼白、匙状爪を認め、胃内視鏡にて潰揚を認めた。血液所

見：赤血球480万、Ｈｂ６．５９/“Ｈt３２％・血清フエリチン＜４，９/川'･鉄剤の静脈内投与にて治療を

開始した。

糖尿病と診断する根拠となるのはどれか。２つ選べｃ

ａＨｂＡ１ｃ６,6％

ｂ尿ケトン定'性２＋

ｃ随時血糖212mg/“

ｄ空腹時血糖１０４mg/〃

e75gOGTr2時間血糖値136mg/〃

胸当

鉄総投与量の推奨量は、以下の計算式に従った。鉄総投与量の目安で正しいのはどれか‘

必要鉄量（Ing)＝[2.72×（１６－患者Hb）＋17]×体重（kg）

ａ２５０ｍｇ

ｂ５００ｍｇ

ｃｌ,000ｍｇ

ｄ2,000ｍｇ

ｅ4,000mｇ

12誘導心電図（25mm/seclmm=0.1ｍＶ）
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誤っているのはどれか。

ａ接触者検診を行う。

ｂ結核病棟に入院させる。

ｃ患者には外科用マスクを着用させる。

ｄ診断後、直ちに最寄りの保健所長を経由して各都道府県知事に届け出る。

ｅエタンブトール＋イソニアジドートリファンピシンの３者で６か月間の治療を行う。

【、 2009(H21)年度6年生総合試験問題

５３３５歳の男性。日本在住６か月のタンザニア人男性である。ここ数か月の間に、写真のような暗

黒色調の隆起性病変が歯肉粘膜に出現し、増大傾向であるという。エイズを心配して受診した。

５１６８歳の女性。６週間前から咳、淡が出るようになり、発熱、盗汗も自覚している。体砿も48ｋｇ

あったものが40kgにまで減少し、全身倦怠感が強くなり、やっと受診した。胸部エックス線検査

で右上葉に周辺に散布巣を伴う空洞病変を認めた。略疾検査ではZiehl-Neelsen染色でGaffky3号、

略疾のPCR検査の結果は結核菌群陽性である。

５４７２歳の男性。lか月前から労作時息切れを感じる様になり、徐々に増強していた。３日前から

発作性夜間呼吸困難が出現し、起坐呼吸の状態で緊急入院した。脈拍８５/分、整。血圧

162/80mmHg・呼吸数２２/分。下腿浮腫と頚静脈怒張を認め、全肺野に湿性ラ音を聴取し、心奔馬

調律が聴取された。

この病変は何か。

ａバラ疹

ｂカポジ肉腫

ｃ口腔カンジダ

ｄ第２期梅毒疹

ｅ悪性リンパ腫

「

Ｆ
Ｌ

５２５０歳の女性。腰痛に対し２週前から消炎鎮痛薬を処方され内服した。１週前より微熱、倦怠感、

皮疹が出現したため受診した。体温37.5℃･血圧140/80mmHg･脈拍80/分、整。心音は純で肺野は

清、腹部に圧痛なし。両側肋骨脊柱角に叩打痛あり。下腿浮腫なし。背部、下肢に紅斑を認める。

尿所見：蛋白十、潜血（±)、糖十、沈澄にて白血球５０/HPF、赤血球１０/HPF。血液所見：Ｈｂ

ｌ1.09/〃、白血球10,000、血小板18万。血液生化学所見：総蛋白6.89/〃、アルブミン3.89/〔"、ＡＬＴ

４８１U/４，ＡＳＴ３０１Ｕ/《、尿素窒素35mg/伽、クレアチニン2.2mg/〃、尿酸7.5Ⅱ]g/〃、Ｎａｌ４０ｍＥｑ/２，

Ｋ5.8mEq/２，尿中N-アセチルグルコサミニダーゼ（24時間蓄尿）３０v２（基準ｌ～５)。

写真

初期治療として正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ酸素吸入

ｂニトログリセリン舌下投与

ｃジギタリス急速飽和静注

ｄ一時的ペースメーカ留置

ｅドパミン持続静注

行なうべきなのはどれか。２つ選べ。

ａステロイド投与

ｂアンジオテンシン変換酵素阻害薬投与

ｃ血液透析

ｄ抗菌薬投与

ｅ消炎鎮痛薬の中止

－２０９－１６－
－２０９－１５－
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【、
2009(H21)年度6年生総合試験問題

５６生後３日の新生児。外陰部の異常所見と色素沈若を認めた。在胎39週、体重3,1209で出生した。

血液所見は､赤血球480万/“､白血球11,000､血小板32万/“､尿素窒素3'､g/"､ｸﾚｱﾁﾆﾝ

0,3mg/４４、Nal29mEq/２，Ｋ6.2,⑪q/'、ACTH277pg/川＃（基準60以下)、ｌ７ａ－ヒドロキシプロゲス

テロン53Ing/川４（基準7.5以下）であった。染色体46,XX。

５５２８歳の初産婦。妊娠35週の外来受診時に血圧上昇を認め入院となった。

入院時現症：血圧190/120mmHg･全身に浮腫を認める。

検査所見：尿蛋白（３＋)、ＷＢＣ8,000/Lmm3、Ｈb9.89/〃、血小板50,000/tnm3、PT-TlO秒、ＡＰｌｒｒ

３５秒、ＡＴ-Ⅲ５０％、ＣＲＰ0.1mg/〃、GOTl301U/４，GPT1201U/４，LDH6001U/０

超音波検査所見：胎児推定体重2,3009,AEIl2cm

既往歴：特記すべきことなし。

内診所見：先進部は児頭で子宮口は閉鎖し破水は認められない。入院時の胎児心拍数図を示す。

まず行うのはどれか。

ａ陰核形成術

ｂ尿道形成術

ｃエストロゲン補充療法

ｄプロケステロン補充療法

ｅグルココルチコイド補充療法

適切な対応はどれか。

ａ経過観察

ｂ帝王切開

ｃ肝庇誰薬の投与

ｄ塩酸リトドリンの投与

ｅラミナリア挿入後分娩誘発

５７５８歳の男性。腹部超音波検査でI華鈎部に１０ｍｍの結節を伴う35ｍｍ大の嚢胞性病変を指摘され来

院した。血液所見：白血球5,600.血液生化学所見：血清アミラーゼ８６Ｕ/Ｌ(基準３７～125)。免疫学

所見：ＣＲＰ0.6mg/〃・腹部造影CTと内視鏡的逆行性陣管造影検査時の主乳頭像を示す。特に自覚

症状は認めていない。
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『 正しいのはどれか。

ａ胆褒摘出術

ｂ陣床ドレナージ

ｃ陣頭十二指腸切除術

。経胃的臓嚢胞ドレナージ

ｅ蛋白分解酵素阻害薬の投与
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『 2009(H21)年度6年生総合試験問題

５９４８歳の女性。ｌか月前から食後の腹痛が出現し、腹部膨満感を主訴に来院した。２年前に胃全

摘､牌摘､2群ﾘﾝパ節郭清を受けた｡皮膚はやや乾燥し､腹部は全体に膨隆している｡2年前

に摘出された胃の病理所見はBomnann4型胃癌で、組織型は低分化型腺癌、壁深達度は築膜に達し

５８１８歳の女子。検診の胸部エックス線検査で異常陰影を指摘されて、精査目的にて当院を受診し

た。自覚症状は特にない。

胸部エックス線検査所見および胸部CT検査所見を示す。

ていた・腹部造影ＣＴと注腸造影を示すく

腹部造影ＣＴ

胸部画像診断より何が最も疑われるか。

ａ肺分画症

ｂ原発性肺癌

ｃ転移性肺癌

ｄ肺動静脈煙

ｅ硬化性血管腫

胸部エックス線検査所見

考えられるのはどれか。

ａ腹腔内膿傷

ｂ後腹膜腫傷

ｃ癌性腹膜炎

ｄ消化管穿孔

ｅ虚血性大腸炎

、

h与国
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胸部ＣＴ検査所見 胸部ＣＴ検査所見

注腸造影
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毎
凶 2009(H21)年度6年生総合試験問題

６２３５歳の男性。金属の圧延を主作業としている工場に従事している。作業時には作業服及び防護

メガネを装着している。時にはかなり振動の強い運搬車を運転し、工場内を移動している。ある

夏の日、全身疲労感を訴え、「目の前が暗くなった感じ」と訴えた。たまたま巡回中だった産業医

が脈拍を測ると100/分であった。

６０３０歳の女性。腰痛を主訴に来院した。２年前から荷物の積み下ろしの仕事を始めた。２か月前

から腰痛が増強したが、安静時には痛みは消失する。体幹前屈時に腰痛は増強する。

まず行うべきものはどれかＣ

ａ職業変更

ｂ心理療法

ｃ長期安静

ｄ入院手術

ｅ動作姿勢の指導

最も考えられる健康障害はどれかＣ

ａ白内障

ｂ熱中症

ｃ角結膜炎

ｄ網膜損傷

eRaVnaud現象６１４０歳の男性。自転車で走行中に乗用車と衝突し、６ｍ飛ばされた。救命センター搬送時、意識

は良好だが、呼吸苦を訴えており、血圧80/42ImrHg、脈拍126/分であった。右頚静脈怒張を認め、

聴診上右呼吸音の消失を認めた。エックス線写真を示す。 ６３６９歳の女性。歩行障害を主訴に来院した。

既往歴：高血圧のため内服治療中である。

現病歴：半年ほど前から歩行時の足の運びが悪くなり、外股で不安定となった。また注意が散漫

となり、思考や反応も緩慢となった。

現症：血圧140/85mmHg・全身所見に特記すべきものなし。

神経学的所見：意識清明。改定長谷川式簡易知的機能評価スケール１５/30点、脳神経に異常なし、

歩行時の歩幅の減少、足の挙上低下を認める。頭部MRIＴｌ強調像（冠状断）を

示す。

この疾患の治療方針を決定するのに最も有用なのはどれか。

ａ脳波

‘“蝿罵霞､1F謬頴鱗や弓
一一幽鐸;〃

診断はどれか。

ａ大量血胸

ｂ大動脈破裂

ｃ緊張性気胸

。心タンポナーデ

Ｐフレイルチェスト

噛

,.勢鐸△‘

繍響
蕊

『

物
竺

』

蕊１

エックス線写真

（

ｂ脳槽造影

ｃ髄液排除試験

ｄ頚動脈超音波

ｅ脳血流シンチグラフイー

１１

…
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（

』
頭部ＭＲｌＴ１強調像（冠状断）
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凶 2009(H21)年度6年生総合試験問題

６６７０歳の女性。１年前から次第に増大する皮疹を主訴として来院した。同部は40年前に熱傷を受

傷し、癌痕となっていた。皮疹の写真を示す。

６４１歳６か月の女児。生下時にチアノーゼを認め、三尖弁閉鎖症、肺動脈狭窄症と診断。１歳２

か月時に手術を施行、術後上・下大静脈造影を示す。

皮疹の写真
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最も考えられるのはどれか。

ａ神経線維腫

ｂ有疎細胞癌

ｃ基底細胞上皮腫

dB8zjn硬結‘性紅斑

ｅサルコイドーシス

正しいのはどれか。

ａ心房中隔欠損は閉鎖している。

ｂ右室に容逓負荷がかかっている。

ｃ中心静脈圧は左房圧よりも高い。

ｄ動脈血酸素飽和度は80％台である。

ｅ行われた手術は両方向性Glen､手術である。

』

電縛農憩．瀞

６７３６歳の女性。１週間前から頭痛と耳鳴りを認めた。その後、徐々に両眼の視力が低下し来院し

た。視力は右眼0.1（0.3×‐4.00,)、左眼0.1（0.1×-4.00,）であった。右眼の眼底写真と蛍光眼

底造影写真を示す。左眼も同様の所見であった。

－２０９－２３－
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蛍光眼底造影写真右眼の眼底写真

さらに尋ねるべき事項として最も不適切なのはどれか。

ａ症状の頻度

ｂボデイイメージ

ｃけいれんの性状

ｄ睡眠中の症状の有無

ｅ症状を寛解または増悪させる因子

診断はどれか。

ａ糖尿病網膜症

ｂ虚血性視神経症

cVogt-小柳-原田病

．サルコイドーシス

ｅ網膜中心動脈閉塞症

術後上・下大静脈造影術後上・下大静脈造影

６５２４歳の女性。１９歳時から「不安の発作」があり、精神科クリニックを受診して抗不安薬を投与

されている。「不安の発作」とは、心嵩部からつきあげられるような悪心、呼吸困難感あるいは空

気を吸えない感じ、動‘|季、冷汗が突然生じる発作性の症状であり、死ぬのではないかという恐怖

を覚え、時には意識を失って倒れ、全身が数十秒間けいれんすることがある。意識を失って倒れ

た際に救急搬送されたことが２回あり、２回とも、心電図では頻脈を指摘され、動脈血ガス分析

と頭部MRIでは異常を指摘されなかった。「不安の発作」が生じるのではないかと、いつも恐れて

いる。セカンドオピニオンを希望して、大学病院へ来院した。

ノ

ー角
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凶 2009(H21)年度6年生総合試験問題

７１７３歳の女性。下肢のむくみを主訴に来院した。１年前の健診にて蛋白尿を指摘されていたが放

置した。lか月程前より両下肢のむくみが出現し体重が５kg増加した。来院時、血圧142/821m､Hg･

脈拍68/分。眼険浮腫あり。肺野清。心雑音なし。肝牌を触知せず。両下腿に浮腫あり。尿所見：

蛋白３＋、蛋白定量3.89/日、潜血十。血液生化学所見：総蛋白5.29/〃、アルブミン2.69/〃、総コ

レステロール358mg/〃、尿素窒素２５mg/伽、クレアチニン1.0mg/“・腎生検PAM染色標本と抗IgG抗

体を用いた免疫染色標本を示す。

６８４５歳の男性。交通事故で下腹部を強打し、軽度の出血性ショックの状態で搬送された。排尿は

できないが外尿道口から少量の出血がみられる。下腹部は膨満して癖痛を訴える。輸血により状

態は安定したが、静脈性腎孟造影にて骨盤骨折と勝I光の涙滴様陰影が見られた。直腸診で前立腺

部に緊張性の腫癌が触知される。

緊急に行う処置として適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ骨盤部造影ＣＴ

ｂ経皮的勝耽痩造設術

ｃ尿道カテーテル留置

ｄ水溶性造影薬による尿道造影

ｅ骨盤骨折に対する牽引・固定

この疾患について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａASO高値を示す。

ｂ悪性腫傷の合併がみられる。

ｃ一過性の低補体血症がみられる。

。ステロイド治療で早期に寛解する。

ｅアルブミン選択‘性が不良の蛋白尿が見られる。６９２４歳の女性。くしゃみ、鼻汁および鼻閉を主訴に来院した。鼻汁は水様性である。症状は４年

前から春に出現し、晴天時に悪化する。

－２０９－２５－

正しいのはどれか。

ａ喚覚障害はない。

ｂ血清IgA値が高い。

ｃⅡ型アレルギーである。

ｄ鼻汁中に好酸球がみられる。

ｅ吸入抗原としてはハウスダストが最も多いｃ

７０５５歳の男性。４２歳時に気管支瑞息の診断を受けている。今回、近医にて腰痛治療のため非ステ

ロイド性抗炎症鎮痛薬の坐薬を使用したところ、３０分後に顔面紅潮、水溶性鼻汁とともに強い呼

吸困難が出現したために、救急車にて来院した。来院時、顔色不良で意識はほぼ清明、会話は困

難で起坐呼吸、歩行も困難であった。胸部聴診所見では全肺野に高音性連続性ラ音を聴取し、呼

吸音は減弱していた。

抗lgG抗体を用いた免疫染色標本腎生検ＰＡＭ染色標本

正しいのはどれか。

ａ慢性副鼻腔炎や鼻茸の有無を聞く。

ｂ血清抗アスペルギルス抗体を測定する。

ｃＣＯ２ナルコーシスの危険があるため、酸素投与は避ける。

ｄ気道におけるロイコトリエンの産生低下の関与が示唆されている。

ｅ発作が改善するまでβ2刺激薬の吸入を20～30分間隔で繰り返す。

－２０９－２６－
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『 2009(H21)年度6年生総合試験問題

７４１４か月の男児。１歳頃から月にｌ～２回の下血があったが、元気に過ごしていた。１４か月に入

りレンガ色の血便が週に１回程度みられるようになり、しばしば暗赤色の事もあった。食欲はあ

り元気だったが、顔色が悪いのが心配になり来院した。赤血球348万/iT1m3、Ｈｂ8.99/〃、Hct26､4％

７２４２歳の男性。健診で心電図異常を指摘されたことがあるというが詳細は不明。これまで特に自

覚症状はなかったが、飲酒後突然胸部不快を感じ、冷汗を伴った。意識消失はなかった。３０分安

静にしても改善しないため、救急来院した。来院時、意識清明。身長175ｃｍ、体重75kg・体温

36.4℃･脈拍64/分、微弱で不整。血圧82/６８mmHg・心音呼吸音に異常ないが呼吸苦を訴える。下

肢に浮腫は認められない。来院時のモニタ心電図（Ⅱ誘導）を示す。

"mTCO4シンチにて胃粘膜以外にもI副空内に集積を認めた。

正しいのはどれか。

ａ卵黄管と関係がある。

ｂ無症状に経過する例は少ない。

ｃ通常バリウム造形でも診断可能である。

ｄ腹部単純エックス線は診断に有用である。

ｅ炎症を起こしても虫垂炎との鑑別は容易である。

治療方針として適切なのはどれか。

ａ経過観察

ｂジギタリス静注

ｃプロカインアミド内服

ｄエピネフリン静注

ｅ直流除細動
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７３５０歳の女性。数か月前から動惇や息切れとともに、のぼせや発汗が著明となった。憂麓になる

ことが多く、夜間に覚醒すると眠れないという。血圧128/64mmHg・子宮は小鶏卵大、両側付属器

は触知しない。血液所見：ＴＳＨ３､０裸IU/''１４（基準0.3～4.0)、Ｆ－Ｔ３２７ｐｇ/"肥（基準2.5～4.3)、F-T：

1.2,9/(Ⅲ（基準1.0～1.8)､FSHとLHはともに高値を示し､エストラジオールは測定感度以下であった。

ホルモン療法として正しいのはどれか。

ａFSH、ＬＨ値を低下させるためにGnRHアゴニストを投与する。

ｂ子宮体癌の発生率が増加するのでエストロケン製剤を単独投与する。

ｃ卵巣を刺激するためhMG-hCG療法を行う。

ｄエストロゲンとプロケステロンを投与する。

ｅ抗甲状腺薬を投与する。

－２０９－２８－
－２０９－２７－
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７６７４歳の女性。血疾を主訴に来院した。１５歳時、肺結核の既往がある。２週間前から、咳鰍を自

覚。３日前から血疲を伴うようになった。喫煙歴はない。意識清明。体温36.2℃・呼吸数14/分。

血圧120/８２ｍｍＨｇ･脈拍80/分、整。身体所見に異常を認めない。血液所見：赤血球422万、Ｈｂ

12.29/“Ｈt40％、白血球3,700（梶状核好中球５％、分葉核好中球52％、好酸球４％、単球３％、

リンパ球36％)、血小板18万。免疫学所見：CRP1.2mg/“β-,-グルカン24pg/,,!’（基準11以下)。

胸部エックス線写真と胸部単純CTを示す。

７５５０歳の女性。健康診断の腹部超音波検査で異常を指摘された。手術の既往はない。腹痛や発熱

はない。意識は清明。体温36.7℃･脈拍９８/分、盤。血圧132/７８mmHg･腹部は平坦で軟らかく、

圧痛は認めない。血液所見：赤血球420万、Ｈｂｌ４､２９/“、Ｈt４２％、白血球7,800、血小板28万。血

液生化学所見：総ピリルビン1.0ｍｇ/伽、直接ピリルピン0.8ｍｇ/〃、ＡＳＴ２５１Ｕ/０，ＡＬＴｌ８１Ｕ/２，

ＡＬＰｌＯＯＩＵ/‘（基準115～359)。腹部超音波写真と内視鏡的逆行性樺管胆道造影（ERCP）写真を

示す。

病原体として考えられるのはどれか。

ａＣｑ,'7z〔Z師ｑｑ,jbica?ｚｓ

ｂＴ７へZc九oSpo7o?z,ａｓα晩Ｚ

ｃＰ泥e”７zocZ/”sj”oUgcz

dAspgm畑噸血77"α“

ｅＯ伽/pjococc噸?zgqjIb両7”zｓ

正しいのはどれか。

aERCP写真では、総胆管の狭窄がみられる。

bERCP写真では、主陣管が造影されている。

cERCP写真では、胆褒内に陰影欠損はみられない。

ｄ超音波写真では、ACoustiCShadowがみられる。

ｅ超音波写真では、胆嚢の壁が著明に肥厚している。

_麹６
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腹部超音波写真 内視鏡的逆行性騨管H田首浩影（ERCP）写真
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７７２２歳の女性。右膝関節痛を主訴に来院した。

現病歴：昨日バスケットボールをした際、膝をひねって受傷した。

既往歴：特記すべきことなし。

現症を右膝関節の腫脹と膝蓋跳動を認めた。関節穿刺で１０川0の血性関節液を認めたが、脂肪滴は

認めなかった。MRIＴ２強調画像の前額断と矢状断を示す。

診断はどれか。

ａ半月板損傷

ｂ前十字靭帯損傷

ｃ離断性骨軟骨炎

ｄ膝蓋戦骨軟化症

eOsgood-Schlatter病

MRIＴ２強調画像の前額断 MRlT2強調画像の矢状断

－２０９－３１－
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７８４２歳の女性。事務員として勤務している。２か月前から頭痛と四肢のしびれ感が頻繁に起きる

ようになり、頭捕が我慢できないときには市販の鎮痛薬を服用するが、効いた気がしない。夜の

睡眠も次第に浅くなり、最近は早朝に目が覚めてしまうことが多い。食欲もなくなり、体重も５

ｋｇ減った。仕事のミスも増え、家事も以前ほどできなくなった。総合病院内科で精査した結果、

身体的異常所見は認められなかった。

治療薬として適切なのはどれか。

ａ感情調整薬

ｂビタミンＢ１２

ｃメチルフェニデート

ｄベンゾジアゼピン系抗不安薬

ｅ選択的セロトニン再取り込み阻害薬（SSRI）

７９６０歳の女性。胃癌の手術のため入院中である。３８℃の発熱とともに全身の皮疹が出現した。皮

疹は顔而を含む体幹四肢の広範囲に多発してみられ、個疹は境界明瞭の浮腫性の紅斑で、辺縁は

わずかに隆起し、中央は色淡<やや陥凹し的状構造を呈していた。体幹の紅斑の一部は水庖にな

り、破れてびらんとなった。また眼峨眼球結膜の充血と、口唇の腫脹、口腔粘膜のアフタを伴っ

ていた。１０日前よりセフェム系抗生薬の点滴投与と、癖痛に対して非ステロイド性解熱鎮痛薬を

継続して使用し３日前に造影剤を用いたCT撮影を行っていた。

正しいのはどれか。

ａ皮府症状以外は一過性に改善する。

ｂ薬剤を中止すればすみやかに改善する。

ｃ副腎皮質ステロイド薬外用にて著効する。

ｄ原因検索のための再投与試験は禁忌である。

ｅ過去にアレルギー歴の無い薬剤は継続使用可能である。

－２０９－３２－
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８０４７歳の女性。朝から右耳鳴りを感じていた。昼頃より右聴力低下と激しい回転性めまいに襲わ

れ、１時間後には強い回転感は治まったが、現在も軽度の回転性めまいが続くため来院した。吐

気が強く、暇吐したという。２週間前から両耳閉塞感が繰り返されており、子供の声や、航空機

の騒音が耳に響いていた。手足のしびれ、舌のもつれなどはなかった。１年前にも同様のめまい

が２回あった。初診時の鼓膜所見は正常で、純音聴力検査で右耳の低音部感音難聴が認められた。

検査所見はどれか。

ａ右耳のあぶみ骨筋反射が陰性である。

ｂ非注視眼振検査で定方向性眼振を認める。

ｃ電気味覚検査で右側舌前2/3の味覚の低下を認める。

ｄ電気性身体動揺検査では、右側で反応がでない。

ｅリクルートメント現象は陰性である。

－２０９－３３－
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